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替

順

寺

臨

京

都

南

に

在

っ

て

二

定

尼

。

も

、

亦

之

を

起

す

計

撹

で

、

阪

に

老

院

本

多

民

に

償

提

出

訳

東

涯

に

毘

ず

る

。

一

セ

イ

ゼ

ン

ギ

シ

キ

聖

前

儀

式

4
セ
キ
サ
イ
用
の
献
納
を
す
ら
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
幾
〈

セ
イ
シ
ョ
ウ
清
沼

4
タ

イ

セ

イ

コ

太

鴻

湖

。

一

様

楽

。

も

な

く

中

止

し

た

。

次

い

で

六

年

四

用

サ

五

日

明

倫

セ
イ
ジ
ヨ
ウ
審
按

i
カ
ミ
ヤ
イ
チ
ペ
エ
紙
一
セ
イ
ソ
ウ
イ
ン
膏
操
院
加
賀
務
宅
第
十
代
前
一
堂
の
傍
に
天
満
宮
を
御
前
し
、
食
稲
魂
掛
仰
を
相
殿
と

屋

市

兵

衛

。

一

回

璽

教

の

側

室

金

弁

民

の

法

鋭

。

一

し

て

、

問

弁

天

跡

祉

の

高

弁

長

鍵

が

之

に

奉

仕

し

た

。

セ
イ
ジ
ヨ
ウ
カ
イ
ダ
ン
ロ
タ
理
按
棒
.
践
録
・
ご
一
セ
イ
ソ
ン
カ
ク
成
田
縄
閤

J
ケ

Y

ロ
グ
エ

y

一
世
に
之
を
理
堂
と
も
大
成
殿
と
も
言
う
た
が
、
先
理

容
。
翠
城
妖
怪
奇
談
と
も
い
ふ
。
著
者
不
祥
。
大
聖
一
粂
六
悶
〈
十
、
巽
御
殿
〉
。
一
先
師
を
記
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
文
化
五
年
九

寺
城
下
に
於
け
る
怪
談
奇
話
凡
そ
九
十
九
僚
や
・
集
録
一
セ
イ
タ
イ
イ
ン
清
泰
院
加
賀
務
中
一
第
四
代
前
一
周
サ
六
日
則
枇
を
密
造
し
て
周
製
祉
と
稽
し
、
高
弁

し
た
も
の
で
あ
る
?
序
文
に
寛
政
十
一
年
民
午
正
周
一
回
光
高
の
夫
人
、
名
は
大
姉
o
貨
は
水
戸
侯
松
平
額
一
緒
遁
が
周
議
耐
・
命
婦
制
の
溜
座
式
を
暴
げ
た
が
、

と
あ
り
、
般
に
は
務
俣
の
命
に
よ
っ
て
な
し
た
音
物
一
一
回
の
女
、
光
開
の
妨
で
あ
る
が
、
寛
永
入
年
以
降
締
一
こ
れ
も
貨
は
前
回
勢
之
佐
と
そ
の
母
国
民
知
院
を
記
つ

爵
を
鍍
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
、
恐
々
翁
と
一
軍
家
光
之
や
.
子
聾
し
た
。
或
は
い
ふ
。
大
嫡
は
議
よ
一
た
も
の
で
あ
っ
た
。
文
政
五
年
製
校
を
移
縛
し
た

砦
名
し
て
ゐ
る
。
藩
侯
と
は
前
田
利
考
で
あ
る
。
一
り
家
光
の
女
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
水
戸
邸
に
育
一
一
鏡
、
こ
れ
ら
の
祉
は
泉
校
の
強
祉
民
建
て
ら
れ
た
竹

セ
イ
ジ
ヨ
ウ
ザ
ツ
ワ
聖
披
雑
話

J
ヒ
ョ
ウ
ザ
一
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
。
家
光
、
九
年
十
ご
用
十
三
一
様
御
殿
の
銀
守
の
如
く
に
成
っ
て
ゐ
た
が
、
七
年
の

ツ
シ
ユ
ウ
秘
要
雑
集
。
一
日
利
常
に
命
じ
て
之
を
世
子
光
高
の
婦
と
定
め
、
十
一
初
に
新
製
校
の
構
内
に
越
し
、
別
に
竹
樗
御
殿
の
銀

セ
イ
ス
イ
ジ
清
水
寺
珠
洲
郡
秋
曹
に
在
っ
て
二
年
十
ご
月
抗
日
来
節
し
た
。
是
よ
り
先
前
田
氏
は
江
一
守
天
満
宮
を
建
て
た
。
か
〈
て
嬰
賄
建
設
の
越
は
底

鍵
言
宗
に
鴎
し
、
能
菅
名
跡
志
に
、
『
秋
吉
村
に
‘
清
一
戸
の
民
ロ
邸
に
新
殴
を
構
へ
、
以
て
夫
人
の
居
に
富
一
行
は
れ
た
が
、
未
だ
賞
際
に
着
手
せ
ら
れ
ず
、
綾
か

水
寺
と
い
号
に
、
観
脅
の
撮
像
あ
り
。
』
と
見
え
る
。
一
て
た
が
、
そ
の
輪
誕
の
枇
麗
貨
に
人
目
を
肢
せ
し
め
一
に
麗
臨
=
一
年
集
製
所
を
卯
辰
山
に
創
め
る
に
及
び
、

笛
寺
貨
に
木
造
現
観
脅
立
像
一
躯
体
高
=
一
六
癌
が
あ
一
た
。
後
綱
紀
・
箆
菊
丸
ご
子
を
禦
げ
、
明
勝
二
年
九
一
こ
L
に
嬰
胸
を
置
き
、
銅
像
を
安
ん
じ
て
祭
砲
荷
な

っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
作
と
認
め
ら
れ
、
も
と
一
一
一
崎
の
一
用
品
H

一
一
一
日
享
年
三
十
に
し
て
逝
去
、
清
容
院
法
務
性
一
し
た
に
溢
ぎ
ぬ
。
明
倫
堂
の
天
議
宮
は
、
明
治
ご
年

商
勝
寺
に
あ
っ
た
も
の
と
言
は
れ
る
。
~
祭
大
淵
定
尼
と
諮
し
、
小
.
石
川
侮
逝
院
に
採
っ
た
。
一
四
用
感
校
の
駿
せ
ら
れ
た
と
共
に
、

m弁
突
紳
即
ち

セ
イ
セ
イ
カ
ン
湾
々
一
寵
明
治
元
年
十
ご
月
務
一
セ
イ
タ
ロ
・
ワ
清
太
郎
町
ダ
蹴
}
京
都
浦
上
の
一
今
の
椿
原
紳
祉
に
合
犯
せ
ら
れ
た
。

校
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を
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之

に

代
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て

四

一

内

の

小

字

。

一

セ

イ

F
ウ
ギ
ン
聖
堂
銀
加
賀
務
の
曾
腕
に
保

民
に
句
識
を
授
け
る
同
的
で
、
消
々
舶
を
大
手
町
元
一
セ
イ
ツ
キ
ノ
ジ
ヨ
ウ
せ
い
つ
き
の
按

J
ユ
キ
一
管
す
る
銀
子
で
、
諸
士
の
出
願
に
よ
り
借
用
を
許
さ

御
曹
欝
曾
厨
跡
に
設
け
、

mm
々
館
を
城
西
元
御
細
工
一
ノ
プ
ジ
ヨ
ウ
行
延
域
。
一
れ
、
利
足
を
加
へ
て
年
賦
償
還
す
る
こ
と
に
な
っ
て

腕
跡
に
怪
い
た
。
次
い
で
ご
年
十
ご
周
四
日
滞
は
繭
一
セ
イ
デ
ン
ジ
醤
偲
寺
別
羽
咋
郡
直
海
に
在
っ
て
二
ゐ
た
。
こ
の
銀
子
が
、
江
戸
昌
平
坂
嬰
堂
資
金
の
利

館
の
漢
製
句
識
を
厳
し
た
か
ら
、
そ
の
存
鍛
期
聞
は
一
提
出
拭
東
涯
に
毘
す
.
る
。
一
殖
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
萄
記
に

一

一

年

に

過

ぎ

な

か

っ

た

。

一

セ

イ

F

清
土
防
子
ヮ
臨
京
都
浦
上
の
内
の
小
一
『
翠
蛍
御
利
足
金
、
毎
歳
十
二
局
十
六
七
日
被
謹
候

セ
イ
セ
ツ
キ
ホ
ン
正
設
起
本
一
加
。
前

m家
一

字

。

一

に

付

、

月

初

頃

林

大

患

顕

家

来

位

、

御

奉

行

〈

曾

所

〉

に
於
け
る
役
儀
そ
の
他
諸
事
の
起
源
を
略
記
し
た
も
一
セ
イ
ド
ウ
聖
堂
加
賀
務
の
嬰
堂
は
、
前
回
綱
一
紙
面
を
以
、
日
限
手
合
可
遁
候
。
右
御
使
は
御
供
御
歩

の

で

あ

る

。

一

紀

の

時

元

総

四

年

自

ら

恕

し

た

大

願

十

事

の

申

に

、

一

之

内

よ

り

館

越

候

閥

、

日

限

申

来

候

は

ど

御

歩

顕

民

セ
イ
セ
ン
イ
ン
清
仙
院
加
賀
務
主
第
十
ご
代
一
『
先
翠
殿
強
思
校
建
管
事
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
遺
一
紙
面
遣
、
尤
御
歩
交
名
申
越
候
様
可
申
謹
候
。
』
と
あ

前
回
殉
蹟
の
女
で
、
曾
.
棒
侯
保
科
容
敏
夫
人
に
な
っ
一
る
意
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
着
手
せ
ら
れ
な
一
る
に
よ
り
て
知
ら
れ
、
そ
の
利
足
を
昌
平
坂
御
利
足

た
厚
嫡
の
法
域
。
隷
し
〈
は
請
仙
院
齢
保
妙
穏
大
商
一
か
っ
た
。
寛
政
四
年
前
回
治
傍
が
感
校
経
姶
の
際
に
一
金
と
も
醤
い
て
あ
る
。
務
が
聖
堂
へ
納
め
る
利
足
は

四
五
七


